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研究成果の概要（和文）：　自治体主導から民間主導による公共空間整備への転換が図られ、期待が寄せられる
なか、
本研究は、公共空間のデザインとそれを活用している人びとの風景が、さらなる積極的な活用を連鎖的に喚起す
る可能性に着目し、これを「公共景」と呼称して美醜を超えた風景の公共的役割を論じた。
 具体的には３つの問い（公共景が実現していると考えられる事例整理、各事例における景観要素の把握、公共
景をつくりあげる主体と取り組みの実態把握）を設定し、公共景を形成っている利用者の認識とふるまい、それ
らが行われている空間、その空間を整備している主体とその取り組みを把握した。

研究成果の概要（英文）：　Amidst the shift from local government-led to private-sector-led public 
space development and expectations for this change,this study focused on the possibility that the 
design of public spaces and the landscapes of the people who use them may stimulate further active 
use of public spaces in a chain reaction, and called this "public-scape" to discuss the public role 
of landscapes beyond beauty and ugliness.
 Specifically, three questions were set (organizing cases in which public-scapes are considered to 
have been realized, understanding the landscape elements in each case, and understanding the actual 
status of the entities and their efforts to create public-scapes) to analyze the perceptions and 
behaviors of users who form public-scapes, the spaces in which these activities take place, and the 
entities and their efforts to maintain such spaces.

研究分野：都市計画
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研究成果の学術的意義や社会的意義
民間企業が公共空間の整備に参入していく風潮に対して、本研究成果は、具体的に何をデザインの拠り所にして
いけばよいかを多角的に検討したものである。そのために、公共的効果をもたらす風景について「公共景」とい
うキーワードを与えながら、実現されている風景だけでなく人びとの認知、また整備主体の取り組みなど、風景
とそれを実現させるシステムの全体像を捉えた。２０２２年度は都市開発を行っている複数の民間企業との議論
を重ねることによって、開発者側の実情に沿いながらも、公共的環境を実現していく方向性を模索するという、
研究と実践の橋渡しを行うことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年の日本では、民間企業による公共空間整備（PPP,PFI）に期待が寄せられている。しかし、
その方法論や評価手法は体系化されておらず、かつて規制緩和を受けるために利用されない公
開空地が数多く造られたように、十分に機能しないものも造られる懸念がある。 
他方で都市空間の暫定利用に関する近年の成功例では、人びとが新しい空間利用に挑戦でき
る仕組みが設けられる事例があり、それを見た人びとが「自分もできるのではないか」と感じる
ことで新たに参入するきっかけになっている。近年のまちづくりの現場でも、「参加の風景」を
いかに可視化するかが、地域全体への訴求力の観点から注目されてきた。このように「風景」を
介して、人びとの積極的な行動が喚起される場合がある。そのためには、どのような空間やプロ
グラムが必要か、というのが本研究の中心的な問いである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、空間の主体的な利活用の意識を高める風景（公共景）の条件を明らかにし、
そのデザイン指針を提示することである。 
 研究は３つの問いとそれらに対応する到達目標によって構成されている： 
RQ1:「公共の感覚」を促す様々な景観要素を収集するために適切な調査対象は何か？ 
到達点 1-1 公共景の概念整理と適切な対象選定（日本国内で 30事例程度を想定） 

RQ2:どのような景観要素が、「公共の感覚」を向上させるか？ 
到達点 2-1 「公共の感覚」の評価指標の確立 
到達点 2-2 VR技術を用いた景観評価実験手法の開発 
到達点 2-3 「公共の感覚」と連関する景観要素の抽出 

RQ3:どのような主体が、どのようなきっかけで公共空間に参入しているか？ 
到達点 3-1 公共空間に関係する主体の整理 
到達点 3-2 公共空間に参入し「公共景」を形成している主体の参入契機の把握 
到達点 3-3 公共空間を取り巻く来訪者・利用者たちの行動変化の把握 
以上の研究を通して、公共空間が真に公共的役割を果たすための実践的な議論を拓くことで
民間による公共空間整備に対する計画学的知見を得るとともに、市民の地域との主体的な関わ
りを促すまちづくりの実現に寄与することを目指す。 
 
３．研究の方法 
STEP1 対象選定・実地調査と撮影（2020 年度） 
2020 年度には、公共景の概念整理と適切な対象選定を行う。対象選定にあたっては、「公共の
感覚」を促す景観要素を網羅的に収集するために適切な調査対象を選定する。次に選定された対
象地で 360 度カメラによる全天球動画撮影を行う。 
 
STEP2 VR 技術を用いた景観印象評価実験（2020年度後期〜2021 年度前期） 
2020 年度後期から 2021 年度前期にかけては、「公共の感覚」を喚起する景観要素に関する実
験を行う。まず、既往の研究や議論整理に基づいて（１）公共の感覚の評価指標の確立を行い、
（２）VRを用いた景観評価実験手法の開発を行う。そして、実験を通して（３）公共の感覚と連
関する景観要素を抽出する。 
実験では、STEP1 で撮影された全天球動画を視聴してもらい、それぞれの風景に対する「行動
の自由度と抑制度」および「異なる人びととの共存」に関する印象評価を行う。実験中の被験者
の視界はモニタリングできるように工夫し、実験後に印象に残った景観要素についての自由口
述を記録することで、「景観要素」と「公共の感覚」との関連性を把握する。 
 
STEP3 公共空間の積極的利用主体へのヒアリング（2021年度後期〜2022 年度前期） 
2021 年度後期からは公共空間を積極的に利活用・維持している人びとへのヒアリング調査に
よって、どのような主体が、どのようなきっかけで公共空間に参入しているかを明らかする。ま
ず、STEP1 で選定された事例から適切な対象を選定し、事例ごとに（１）公共空間に関係する主
体の整理を行う。次に、ヒアリングを通して（２）公共空間で頻繁に活動し「公共景」を形成し
ている主体の参入契機の把握を行う。また、あわせて（３）公共空間を取り巻く来訪者・利用者
たちの行動変化の把握も行う。 
本調査を通して、公共空間を担う中心的な主体のヒアリングによって、活動開始の経緯を明ら
かにし、「風景を介した公共空間の連鎖的な利活用」の可能性に関して考察する。 
 
STEP4 計画方針の提示（2022 年度後期） 
2022 年度後期には、STEP2,3 を踏まえて「公共景」の条件を提示し、日本建築学会の学術論文
等として発表する。さらに、その条件をもとに実装に向けた計画方針を提示する。学術論文とは
対照的に、自治体職員やディベロッパー等の実践者たちと議論を重ねながら、都市開発の実情を



反映しつつ、実現可能な方向性を検討する。 
 
４．研究成果 
１）「公共の感覚」を促す様々な景観要素を収集するために適切な調査対象 
 ２０２０年度は、公共景の概念整理と調査計画の作成を行ったのち、新型コロナウィルスの流
行を受けて、公共空間の利用調査を行うまえに先回りして VR実験環境を整えるよう試みた。こ
れによって、アイトラッキング解析ソフトウェア Tobii Pro Eyeとアイマークレコード機能のあ
る VR ヘッドセットを用いて、事前に 360 度で撮影した動画を再生し、被験者が目視している
対象の推移を記録する技術を確立した。具体的には、①被験者の眼球運動を正確にとらえるアイ
キャリブレーション、②パノラマ撮影した動画の違和感ない再生、③視線の動きをヒートマップ
とネットワークという二つの方法で解析する手法、等の要素技術を確立した。 
 分析にあたっては、年齢など被験者属性ごとの共通性や異質性を比較する方法の検討や、視線
の動きに対して「とどまり」「まとまり」「もつれ」「往復」「すべり」という５つの眼球運動を定
義することによって、景観を解釈する方法を考案した。これにより、研究構想当初よりもさらに
緻密に景観印象評価実験を行うことができるようになった。 
 副次的な成果として、公園や公開空地に限らない身近で小規模な公共的空間についての共同
研究を行い、日本建築学会計画系論文集（査読付きの学術誌）に掲載されるなど、２０２０年度
内で７つの査読付き論文を発表した。 
 
２）「公共の感覚」と景観要素の関係 
 ２０２１年度には、「公共空間の利用を阻む景観要素」という観点から、詳細な調査を行った。
ここでは大学生 13名を対象としたワークショップにより、公共空間から人びとを締め出す空間
要素「Defensive Architecture」として２１の要素類型が得られた。さらに、それらが複合され
てつくるまとまりのある環境「Defensive Environment」を抽出・類型化した。本成果は、日本
建築学会計画系論文集（査読付きの学術誌）に掲載が決定されている。 
さらに首都圏居住者 800 名への WEB アンケート調査も実施し、コロナ流行前後での屋外行
動のニーズ把握も行った。この調査では、１２種類の屋外空間について、その利用内容や利用の
状況を詳細に把握することで、利用者の社会属性・ライフスタイルと屋外の公共的空間の利用実
態の関係を把握することができた。 
 そのほか、東京近郊以外の公共空間を検討するため、２０２１年度には名古屋中心部の代表的
事例として久屋大通公園のアクティビティ調査も実施するなど、幅広い公共空間の利活用を調
査した。また２２年度には尾道・倉敷周辺における民間整備のパブリックスペース調査も行い、
来訪者・利用者のふるまいというミクロなスケールから地域調査を行った。 
 
３）公共空間を整備する主体の取り組みと、実現可能な計画の方向性 
２０２１年度から、「公共景」を整備・運営する主体に関する調査を行った。 
 まず近年実現した公共空間の代表的な事例として、小田急電鉄によって開発された「下北線路
街」について、事業担当者にヒアリングを行った。この事例では、下北沢の地元住民が開発に強
く反発した結果、小田急側も「（住民の）支援型開発」へと方針を転換し、賃料を抑えて若者の
チャレンジの苗床を作る、共用部を個々の主体のもので溢れさせる、広場に面した場所は店舗が
独占するのではなくギャラリーを設置する、収益を生まない小さな緑の広場を整備する、といっ
た様々な工夫が生まれた。住民たちのボトムアップの活動と呼応して、開発側も「どう制限する
かではなく、どう使いこなすか」という先駆的なマネジメント方法を実践している。 
 これらの成果は、共著『コミュニティシップ』（学芸出版社）にて論述した。また、ここでは
住民側の様々な取り組みについても取材している。 
 また 2022年冬から JR東日本企画とディスカッションや調査を重ね、沿線開発の前提となる
居住者の地域認識や、ウォーカブルな生活環境を沿線上に展開していく「Joint-Transit Oriented 
Development（沿線 TOD）」の構想を行った。この構想は、１９９０年代にピーター・カルソー
プらによって提唱された「TOD」という考え方を再考し、日本の都市部特有の鉄道が張り巡らさ
れた状況に応じて、複数駅圏が連担して公共的環境を作り上げる可能性を模索するものである。 
 一連の調査より、当初の研究計画で掲げた３つの問い（公共景が実現していると考えられる事
例整理、各事例における景観要素の把握、公共景をつくりあげる主体と取り組みの実態把握）に
対する知見が整理されたほか、公共空間の質に関する調査結果や、これらの知見を応用して都市
デザインの方向性を提示することができた。 
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